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中円教育局管向

卜稿摘 i韮発扁i誕姦7万5弓

京都府教育委員会
広域特別支援連携協議会各校の通常学級に在籍するしD、A D H D

機能自開症等の幼児児童生徒を含む障害

ある幼児児童生徒にとつて、学びやすい環

境づくりへの広域連携の取組を進める,

【事務局!中丹教育局】

実施事業
1 連絡会議の開催(年間2回程度)

1 2つの地域の特別支援連携推進会議の活

動内容や情報の交流

2中 丹地域の4寺別支援教育のあり方の検討

2府 巡回相談チームとの連絡調整  な ど

中丹地域特別支援連携協議会
〔構成t教育局・各地教委・中丹養護,舞鵠養護〕

舞 鶴 地 域
(舞鶴養護学校エリア)

綾部・福知山地域
(中丹養護学校エリア)

特別支援連携推進会議
〔教育 1目社 医療関係者 保護者等て構成〕

特別支援連携推進会議
〔教育 1目祉 医療関係者 保護者等で構成〕

実施事業
①相談業務(巡回B電話等)

②研修会等の支援(講師派遣等)
③教材・教具の貸し出し
④その他の事業

舞鶴養護学校
0773-78-3133

舞 鶴 相 談 支 援 チ
ー ム

〔高い専門性を有する養護・小・中・高
の教員、心理学の専門家・福祉、カ
働機関関係者・医師等で構成〕

舞鶴養トータルサポートセンター

実施事業
①相談業務(巡回・電話等)

②研修会等の支援(講師派遣等)
③教材・教具の貸し出し
④その他の事業

中丹養護学校
0773-32-0011

綾部・福知山
相 談 支 援 チ

ー ム

〔高い専門性を有する養護,′J ・ヽ中・高
の教員、心理学の専門家・福祉、労働

中丹養教育支援センター

福知山市
幼・小・中B高

暑護字校・地域等連携推進事菜により、蚕謡
単位に設置される組織。(京都府単費事業)
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教育周と養護学校の連携

中丹教育局では、京都府立中丹養護学校、京都府立舞鶴養護学校と連携 し管内の特別支援教育

の推進に努めている.養 護学校による保育所 ・幼稚園 ・小学校 ・中学校 ・高等学校への巡回相談

や研修支援等が行われている,

中丹地i或特尾」支援連携協議会

(1)中 丹地i或特別支援連携協議会

中丹地域特別支援連携協議会実施要項に基づき、年間 2回 の中丹地域特別支援連携協議会

を開催 した=京 都府 立中ブ
｀
卜養護学校、京都rf i雑鶴漢護学校、綾都市教育委員会、福知山市

教育委員会、舞鶴市教育委員会、中丹教育局で構成 している.

平成 18年 度第 1回 中丹地域特巧|1支援連携協議会は京都府立舞鶴養護学校で実施 した.各

市、各養護学校の取純を交流するととt)に、平成 17年 4月 に開校 した京都府立舞鶴養護学

校の校舎兄字を行い、地域の小中学校への支援の中心 となる トー タルサポー トセンターや最

新の設備及び教育環境等についてF早解を深めた

(2)特 別支援教育研修会

平成 18年 6月 30日 、京都府立中丹養護

学校で特別支援教育研修会を実施 した,ア11

前中は中丹養護学校の授業参観や校合見学

を行った=午 後か らの 上越教育大学教授

(現筑波大学教授)藤 原義博先生の講演には、

管内の幼稚園 ・小学校 ・中学校及び府立宇

校の管理職 。特別支援教育ヨーデ ィネー タ

ー ・教職輿等約 180名が参加 し、特号|1支援

教育″)動向、特別支援教育における校内体

制、連携の取 り方、 r‐どモ)の意欲をづき出

す授業づ くりについて研修を終めた=管 内

の幼稚因、小学校、中学校及び府立学校の

教職員が|IJじ議決を聴 き、課題を共有でき

たことは連携の大きな 1歩 となった,

2 養 護学校の巡回相談との連携

養護学校σD巡回相談チームに、小学校通級

指導教宝担 当者 ・中学校通級指卓教生担 当者

が委嘱 された.各 市教育委員会 と養護学校ブ)

連携が 一
曜推進 された、

京都府立中円奮護学校

特llJ支援教育珊修会
(コー手ィネー々―町修会)

中丹地方小学校 ・中学校 ・高等学校等

連携会議  特 別支援教育部会

「特別支援教育研修マック」より

日  B書 平成18年 6月 30日 (金)

午前9時 ～午後40寺30分

会   揚 京都府立中居琶護学校

参 加 対 象

(人数)

中丹管内の幼稚園、」ヽ学校、中学校、高等

学校及び養護学校の教職員と関係機関の職

員

主   催 京都府立中丹養護学校

中丹地域特別支援連携協議会

内  容

公開授業 誌 演

演題「子どもの意欲を引き出す授業
づくLに学校力を活かした地域連携
の在ユl有」

講師:上越教育六学(現筑搬六学)
殺梧  語 原 益 低R

申 込 先

京都府立中母養護学校

077 3 ( 3 2 ) 0 0 1 1

中局教育局
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京都府立中周董護学校

1 特 別支援連携協議会 (中用董護学校エリアの特別支援連携推進会議)

特別支援教育の充実に向け、関係機関が連携を深め、地域内のLD、 ADHD、 高機能自閉

症等を含む障害のある幼児児竜生徒が学びやすい環境作り、支援体制作りを進めるため特別支

援連携推進会議を開催した]教 育 ,福IJ:・労働 ,医療関係者 ・保護者等の計 37名 で構成 し、

障害のある子どもへの支援状況や各関係機関相互の連携のあり方について協議した.

【平成17年 度特別支援連携推進会議】

1   日日寺  平 成 17年 12月 8日

2 内 容

(1)京 都府における特別支援教育  京 都府教育庁特別支援教育課指導主事 鋒山 智 子

(2)特 別支援連携推進会議開催の趣旨          中 丹養護学校長 矢原  守

(3)中 丹養護学校における特別支援教育の最組

(4)発 達障害者支援モデル事業について 「5歳 児モデル健診の取組」

京都府中丹西保健所保健室担当係長 (医師)全   有 耳

(5)各機関における支援内容、現状等の報告

3 成 果 と今後の方向性

・ 各関係機関でできる支援や課題を共通理解 し、今後必要に応 じて各機関が連携を図 り

支援活動を行つていくことを確認 した。

・ 保健所で実施 される5歳 児健診を福祉 と連携 し今後 どう活かすか、また、就学前の療

育支援を小中学校の教育支援へどうつなげていくかが課題である。

・ 保護者が構成メンバーに入ることは大切なことである。保護者 も支援者の一人として

安心 して養育ができる環境作 りや支援体市1作りを推進 していくことが大切である.

・ 小中学校では支援体制が充実 してきた.高 等学校でも発達障害の生徒に対する支援に

ついて研修を進めているところである.

【平成18年 度特局」支援連携推進会議】

]  同 時   平 成 18年 6月 16日

2 内 容

(1)特 別支援教育推進の動きについて   京 都府中丹教育局指導主事  山 口 幸 子

(2)相 談事例の報告

・ 本校がかかわる事例 (運動機能や運動発達等の相談、適切な進路実現のための支援)

。 通級指導教室がかかわる事例 (言語性 LDの 疑われる児童への支援)

福知山市立昭和小学校通級指導教室教諭  奥 村 康 枝

(3) 「 5歳 児モデル健診」の取組について 京 都府中丹西保健所保健室長  日 野原恵子

(4)各 機関における特別支援にかかわる取組などについての交流

3 成 果 と今後の方向性

・ 就学前、小学校、養護学校での支援の取組のF里解 ・啓発の機会になつた。

・ 中学校では通級指導教室の体制作 り、機能の発揮、高等学校では不登校生徒の進級、

卒業に向けての指導 ・支援が課題でrflる.

・ 今後、労働関係機関への理解 ・連携をさらに深め、個別の移行支援計画を策定 ・活用

することにより、学校卒業後 も安心 した生活が送れるようにしていく必要がある。
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2 地 域支援 (相談支援、研修支援等)の 実施状況

(1)相 談支援

ア 外 来相談

・ 教育fH談対象は知的障害のある幼児児童生徒が主であるが、最近は中丹由保健所 5歳

児健診後のフォローアッブの役割を担ったり、高校生の相談も実施 した りするようにな

り、軽度発達障害のケースが増えてきている.

・ 校 査は時間的にも精神的にも負担をかけないように配慮 している.

・ 保護者や担任の前で検査することで、検査の様子か ら対象児の実態や適切なかかわ り

を波み取ってもらうように している.

・ 校査直後に、対象児の発達の様子や認知特性を確認 し、対象児への肯定感を持てるよ

うに配慮 しなが ら保護者や担任に課題や手だてをできるだけ明確に伝えるようにしてい

るt検 査結果は、後 日学校や園へ文書で報告 しているが、必要に応 じて検査後の巡回相

談を実施 している.

・ 専門家チームの助言を得た り、医療機「判への紹介をした りすることで、適切な支援に

つながったケースがある。

イ 巡 □相談

・ 地域か らの要請を受けて、小中学校

・高等学校への巡同教育相談を実施 し

ている.特 に高等学校 に対す る教育榊

談は個に応 じた指導の老、要性 を啓発す

る機 会にもな り、他の生徒への指導に

対する波及効果も期待 される=

・ 福知 山市 ・綾部市就学指導委員会の

メンバー として教育相談を行い、適切

な就学につながるようなア ドベイスを行   ※  中 丹養:を学校のHi)に教育相談の

うとともに、養護学校の教育に対する理     i荒 れや手続きについて載せています=

解啓発も図つている.

ウ か らだの相談 (外来巡回相談)・ ・・白立活動 「からだの指導」担 ち者で行っている.

・ 年間を通 して継続観察指導を しているこ (月1回 ～半年 1回 )

・ 園や学校 ・家庭での様子を聞くとともに、運動機能や 日常生活動作などについて指導

助言を行つている。また、対象児童生徒にからだの指導を実施するとともに、家庭や園

・ 学校が継続 して取 り組む内容について保護者や担任に指導 している= さらに、必要に

応 じて園や学校へ行き指導支援を行つている。

・ 綾部市在宅重症フとヽ身障害児者機能副1練教室 (「れいんぼ うの会J)の 講師 (トレーナ

ー)と して、毎月 1回 (第4水 曜 日午後)指 導 している.

(2)研 1多支援

研修支援 として次のような講演を実施 したぅ

「白閉症児の理解 と対応」、「軽度発達障害についてJ、「障害児学級の教材について」、

「自閉症 ・破体障害児の教育」、「特別支援教育について」、「3歳 児 4歳 児の子育て」

申

酵
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京都府立舞鶴養護学校

トータルサホー トセンターについて

軒鶴養護学校では、京打;府で初めて特別支援教育 トータルサポー トセンターを設置し、雑鶴

市における特らJ支援教育のセンター的な役告1を果たすために、教育札!談、研究会への講師派遣、

研修講座ブ)開催、教材教共に関十る相1談と貸し111し、地域生活支援の相談、障害児(者)ボラン

ティア養成等 9つ のlFl談・支援を実施 している

トータルサホー トセンターグ)特徴としては次のようなことがあげられる

・ 専 任σ)スタッフを配置 し、学校組1設とは 一定の独キト性を持たせている.

,専 用■を設置 し、常時、教育神1談の受け付け及び実施が可能である

。 榊談は電話年により直接中しi△み、 L訴 により本校コーディネーターが相談スタッフを

決め、「J程調整を行った後、相1談中請語を本校及び雑鶴市教育委員会に提出し実施という

システユ、をとっている!

・ 坪鶴市の適級指埠教生lH・1と本校スタッフが協働 し、複数のスタッフによつて巡円1教育

相談をiえ施 している

。 開設当初から、保育所や幼稚園を支援対象に含めている,

教育相談 ・支援ヴ)実施状l「l

(1) 月 号l支援延件数

支援件数は昨年度より増加しており、4月

を除いて月20～ 30件 実施し、 12月 末現

在で延支援件数は254件 に達しているこ

和1談延件数の内訳は巡口相談が最も多く、

就学 ・進学に関する相談が多かった 12月 を

除いて各月60%以 上になつている

小学校が最 t)多く、 901/1の 小学校に相

談 ・支援を実施し、延件教は 100件 を超え

ている.そ の うち、通常学級に在籍する児童

の獅談が 70%以 上を占める=

保育所や幼稚円の支援は増)サロしてお り、令

llNの支援件教の 20%に 達 している.

中学校や高校は少ない.

保育所や幼稚園では早い段階からの 「気づ

きっが進み、2歳 ・3歳 代からの相談があるt

また、小学校入学に向けて就学児の相談が多

↓ヽ,

小学校では学習面や行動面Fでの困難さが顕

者になる中宇年の相談が多い:

(2)校 種別支す妥件牧

亀?ゃ    保哀
画_   孟 園

高 等 学 校    中 学校

(3)村 1談ケー スの年齢

■
■
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■
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■
　
■
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■
ロ
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(4)相 談回牧の内訳

5 回    6 回 以 上

7●●        8先

(5)iた る相談内容

就学 進 学   就 労 等    そ の他

地域 生活   学 習 内容     発 建 ・障害

(6)研 修支援

幼稚園 3

高等学校.   中 学校,1   小 学校,11
2

相談ケースの約 60%は 糸性続相談を実施 し

ている.行 動観察を行つた後、必要に応 じて

検合を実施 し、担|こや保護者に結果の報告や

有効な支援についてケース会議を行 うなど、

充実 した体制で継続的で丁字な教育神談を実

う伍している.

神談内容は、花達や障害についてが最も多

くヽ、 70%を 占める.

保育所や幼稚園では、発達や障害について

の理解や支援について、保護者を含めた相談

が多かった.

小 ・中学校では、行動而や社会性の面で困

難さがある児章 ・生徒のアセスメントや支援

についての相談が多く、支援内容を担任やコ

ーディネーターととt)に明らかにしてきた.

研修支援は昨年度より倍増 し、29件 実施 し

ている.小 学校が半数を占め、アセスメン ト

要やlld別の指導計画の作成、事例研究など具

体的な内容が増えてきている:

高校からは継続的な研修依頼がある.

その他 としては、公民館や保健センター

保健所等の保護者や一般市民を対象とした研

修支援 も行っている.

回
錦

徊
孤

回

い

3 ま とめ

外部に独立した形で特別支援教育 トータルサホー トセンターを設置 し、専任のスタッフを肥

置して活動をしてきたことで、fll談窓「]の明確化 ・迅速な対応 ・相談支援の常時実施が可能 と

な り、関係機関とのj室携が広がってきている ま た、食護学校の専門性が認知され、巡1司校や

支援件数が増力||し障害児者の理解や支援が広が りつつあるととt)に、キ鶴市における特別支援

教育体制推進″)機連の高まりがみられ、特別支援教育のセンター的な役害Jを
一定果た してきた

と考えられる:

今後は、特号1支援教育σ)ネットワー クの構築をさらに進めるととt)に、校内委員会や コーデ

ィネー ターの機能化への支援、専門性 と資質の向上を図るために事例研究など研修講性を継続

的に行 うことなどが課題である=
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巡回相談 ・専門家チームによる支援を校内で活用

各市教育委員会と養護学校の連携のもとで巡lPl相談の活用が広がっているt巡 回相談の継続活

用により効果が上がっているを専門家チームの指導助言の後、校内委員会等で協議 し 「個別の指

導計画」を評価 ・改善して指lTSを行 うことにより大きな成果がみられた。

校内委員会と特別支援教育コーディネーターの機能充実

校内委員会の設置と特別支援教育コーディネーターの校務分掌への位置づけは全ての小中

学校で整備 された.京 都府総 合教育センターが主催する 「特弓|!支援教育ヨーディネータース

キルアッブ講座」カミ管内小学校で開催され、授業を通 した具体的な支援の在 り方や特別支援

教育コーディネーターが中心 となった校内体制づくりについて研修を深めた。

特別支援教育充実事業の非常勤講師を活用 した校内体制の充実

平成 18年度管内 14校に特別支援教育の充実に係る非常勤講師を配置した.各 校が特別支援教

育コーデ ィネーターを中′とヽとして校内体帝」を整備 し、通常学級におけるLD、 ADHD等 の発達

障害のある児童生徒の学習面 ・生活面の困難を改善する取組を促進するため、「管内特別支援教

育に係る非常勤講師設置校等会議Jを 開催した。

平成 18年度管内特別支援教育に係る非常勤講師設置校等会議

1 日   時   平 成 18年 5月 2日 (火)午 後 2時 30分から午後 4時 30分 まで

2 参 加対象   特 別支援教育に係る非常勤講師配置校長

特別支援教育に係る非常勤講師配置校特別支援教育コーデ ィネー ター

小学校通級指導教室加配教諭 (各校 1名 )

中学校通級指導教室加配教諭

各市教育委員会担当指導主事及び担肖者

3内   容   (1)事 業説明

(2)研修 「特別支援教育体制の推進について」

京都府教育庁指導部特別支援教育課指導主事  鋒 山 智 子

京都府中丹教育局指導主事  山 口 幸 子

非常勤講師配置校については、月 1回 ～ 2回 定期的にまたは!∠、要に応 じて校内委員会や特別文

援委員会等を開催 し、特別支援教育コーディネー ターを中″とヽに してチームとして支援する体制を

整備 している。対象児童への支援を、担任配慮、学年会対応、校内支援体制の 3段 階で行つた り、

校内サポー トチームゃ支援チームを立ち上げて、校内におけるチームによる支援体制を整えた り

して非常勤講師の活用を図つている事例 もある.

非常勤講師の活用状況については、特別支援教室での取 り出 し指導、在籍学級でのテ ィームテ

ィーチング、個別支援、特月1支援教育コーディネーターの相談活動の後補充、指導の記録作成、

休憩時間や掃除の時間の支援等がみ られた.個 別の指導計画は全ての配置校で作成 しPDCAの

サイクルによる指導、評価、改善の取組を行つた.
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中学校通級指導教窒 (LD・ ADHD等 )の 設置と運用

支援が老、要な生徒の実態把握を行いlLg別の支援を推進 している.支 援が老、要な生徒には、学習

指導のほかにソーシャルスキルを育てるためにカー ド、ボー ドゲーム、 トランブ遊び、挨拶の練

習などを行いコミュニケーションのとり方について指導する取組がみられた.ま た、支援が必要

な生徒が自教室で学ぶときに、テ ィームティーチングの形態で個場|!支援を行つたり、放課後補充

学習の支援を行ったりする取組もみられた。担任に対しては学級における指導上の配慮 ・工夫等

の助言や相談を行い学級での支援に生かすとともに、個別の指導計画を作成 し検証を行っている.

保護者との教育相談、養護学校の巡回相談、市での教育相談等の相談活動に取 り組んだ。

校内研修を積極的に推進 し、「軽度発達障害についてJ「特弓||な支援を必要とする生徒への対

応のホイン ト」「特別支援教育の動向」「アセスメン ト票 ・個別υD指導計画の書き方」「『特別支

援教育推進ガイ ド』のポイン ト」「特別な支援を必要とする生徒への実践事例」等の研修を行い、

校内の特別支援教育を推進している.ま た、「啓発文書」を作成 し保護者への啓発に努めている.

小学校連級指導教室とは、「教室環境の整備J「検査の仕方J等 について随時連携をとりなが

ら、支援の充実の方策について検話|している。

保育園 ・幼稚園での実践

各市では幼児の相談活動を実施 している.幼 児期から学童期に向けてスムーズな就字ができる

よう相談活動を進めるとともに、保護者と相談しながら幼稚園 ・保育所 (園)と 」ヽ学校が連携 し

入学に向けての支援を行つているこ幼児の支援については、保護者との相談をt)とに 本人一人の

教育的ニーズに応じた教育相談を行い、巡回相談チームや京都府専門家チーム等の活用も考慮し

ながら支援C7D在り方を検討 しているこ養護学校の十日談や支援の状況では、保育所 (園)・幼稚園

の,舌用が増力日している.

管内では、中丹地域幼稚園 ・保育園 ・小学校連携推進会議を開催 し、幼稚園、保育所 (園)、

小学校の連携の在 り方について協議をするとともに、5歳 児モデル健診について研修を行つた.

平成 18年度第 1回 中丹地域幼稚因 ・保育園 ・小学校i菫携推進会議

1 日  時    平 成 18年 11月 9日 (木) 午 後 2時 30分 か ら午後 4時 30分 まで

2 参 加者   各 市幼稚園長、保育園長、小学校長各 1名

私立幼稚園協議会長、各市教育委員会担当指導主事

京都府中丹東保健所担当者、京f「9府中丹西保健所担当者

3 内  容    (1 )課 題提起

ア 管 内の幼保小連携について

京都府 中丹教育局指導主 事  山 口 幸 子

イ 幼 小連携について

福 知 山 市 立 大 正 幼 稚 園 長  上 田み どり

ウ 5歳 児モデル健診について

京都府中丹西保健所保健室長  日 野原恵子

(2)研 究協議
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市町村独自のシステム、療育施設 ・保健福祉吉:局との連携

各市では独 自のシステムを構築 し、りJ児児童生徒の支援を行っている.京 都府中丹西保健

所 と福知山市では、 5歳 児モデル健診事業を実施 している(―

1 5歳 児モデル健診事業 京都府中用西保健所  福 知山市

一は じめに―

平成16年度に中丹西保健所が福知山市 (日3町 を含む)の 幼稚園 ・保育円の幼稚園教諭、保

育士及び保護者の協力を得て行つた 「就学前子育てアンケー ト」の結果から、幼児期後半に発

達課題をもつ保護者の育児不安の強さと、子と達榊談事業へのエー ズの高さ及び1呆育現場への支

援の必要性が明らかとなつた= ‐方で、現行の乳幼児健診システムは 3歳 児健診が最終であ り、

幼児期後半の集同仕活で初めて明らかとなる発達障害を含む集団生活へのイく道応については、

内科検診が中フとヽの園の検診ではた見が難 しく、具体的な支援のないまま就学後に不適応を来十

例 も少なくないt また、教育現場では特」l支援教育lfN制の整備が進み、平成17年4月 には発達

障害者支援法が施行された.

これ らを受けて当保健所では福知山市と協働で、幼児期後半に集回生活上の不適応に対 し支

援が必要な児の早期発見 とその支援体制の確 立を日析 し、平成17年度よリモデル的に 5歳 児健

診 事業を実施 している

-5歳 児健診 とその目的―

現イすの乳幼児健診システムと5歳 児健診の目的を示す,

ライフステージ   <乳 功児期 >

子
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5歳児モデル健診の目的
1乳 幼児期の子育てを振り返り、育児不安を軽減するとともに、親子で楽 しく就学期を

迎える準備を始める契機とする。

2子 どもに対する理解を深め、軽度発達障害や種々の要因による集団不適応などの

発達上の課題に対し、保護者と保育者が共通理解の基に、個別的および集団的援助

によつて子どもが持てる力を十分に発揮できるように養育環境を整える。

集回生活at苦手む
子どもに対する夜摂al必専
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一健診の流れ―

平成 18年度は福知山市内の 7ヶ 所 (二和町は 3園 を lヶ 所で実施)σ)モデル因で実施 した。

健静の向書

・担任の先生への間診

・保護者への間診

。医師の診察
・集回の観察

結果返 しは文書で行い、後 口因で保護

者、十本|の先生及びスタッフと面接の機会

を t,ち、育児面の相談や今後老、要な支援

についての相談を行 う

健診の様子

対象

隅 覇 司

実施手順

コ8年 度 健 診の流れ

7カ所のモデル保育園4歳児クラスロ幼稚園年中組国児 約180名

十保育士、保健師、医師(園医・小児科医)、家庭相談員、心理士

~~1

保護者説明会等:8～9月 、保護者用問診票配布

担任保育士用問診票事前配布回収   ,1会 器、対人関係
_ ‐  2器 用さ(協□運動)

健診 (保育観察、診察):8～ 11月 ・    退 駒企画カ
3平 衛機能

各国でのカンフアレンス(1建診結果まとめ) :猪島繰喬済
6躍 知機能

結果返し(紙面または面談)       フ その他

必要に応じて発達クリエック、医療機関紹介
育児相談、ほめ方教室、遊び方教室、保育への助言
保護者カウンセリング、教育相談

・
豊

″
ど

１
″軽

低
Ｌ
二

―健診後の支援―

①集回が苦手な児への支援 i子さ達クリニックや|=療・サ☆育機関への紹介

ツーシャルスキルの獲得を日十持した遊び方教七の開催

国での発達支援 として保育への助言

0保 護者への支援 1育児相談、教育相談、カウンセリング

希望者にベ ア レン トトレーエング (ほめ方教室)

③保育吉小の支援 t研修の機会の確保、現場における対応方法の助言 (園j巡回)

―就学に向けての支援 ・・・教育への架け橋―

平成18年度は前年度受診児のフォロー及び枕字に向けての支援 せ,行つてt

保護者を中″とヽとして子どt)の特性や支援のホ イン トが就学後 t)継続 してt

テムづ くりに向けて、今後 t,取組を継続する予定である。

る`=

かヽされるシス
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2 就 学にむけての取組 福知山市

(1)5歳 児モデル健診事業との連携 《今年度新規》

京都府の発達障害者支援体制整備事業として、中丹西保健所において実施 された 5歳

児モデル健診を受けて就学へのつなぎを検討 した。本事業では、保護者が自ら主体的に

就学に向けて働 きかけることを基本 とするため、小学校で何 らかの支援をして欲 しいと

思われる保護者には、就学時健診時に 「申出書」(参考資料)の 提出をきつかけとして小

学校 と保護者、保育園 ・幼稚園 との就学に向けた連携が取れるように した。 この申出書

により、小学校 との間で早期か ら就学に向けた連携が図れつつある事で一定の成果はみ

たが、 5歳 児健診がモデル事業で全就学予定児の15%(17年 度)、30011(18年度)の みの

実施であ り、全市的な実施については未定である。 この現状を踏 まえ、来年度は 5歳 児

健診の実施の有無にかかわらず保育園 ・幼稚園と小学校 との間で保護者 とともに就学に

向けての早期からの支援連携を図るための取組を検討 している。

(2)学 校見学会

就学予定児の保護者を対象に

6月 に学校見学会を実施 してい

る。学校の見学を通 して、小学

校生活のイメージを持つていた

だくとともに、小学校入学時ま

でに家庭でつけておいてほしい

力について学校から説明 してい

る。

(3)障 害児学級見学会

毎年10月に障害児学級を設置

している小中学校で一斉に障害

児学級見学会を実施 している。

各保育同 ・幼稚園及び小 ・中学

校へ見学会開催を案内 し、保護

者に障害児学級での学習 ・支援

の様 子を知っていただく機会を

設けている. 見 学会の内容は、

授業参鋭、障害児学級について

の説明、希望により個別の相談

を行っているところが多い。

参考資料

| , k

9 年 度人■, 1のお1日r ,せとぉ原“ぃ

j′ど,夕か 1 1成l ( ) F i l 度ょり御■ 沖女小人千する rにですが、 ドi亡ブ)ことにつ

い てッ亡増亡し 子ナjヤ, 1~1フ)ご  ′、 fi★
~モ
tエヤ)ち14 しヽ|■ナう1 ,ち|十し 1-「と と 十`1こ、

人宇後いlH内せほについて、 工ろ しくお順t 中ヽし | : 1長十

なお、ど要には して十呆育刺や功杵!園 1ヽ堂梅 してt たヽだ (こ と、こ司どしま十
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itr  キ‖  1‐

小学校で適切な配慮 ・支援を行 うため、就学時健診時に保護者か

ら主体的に申し出ててもらい、関係者の連携を図る際に使用した.

也そ
ヽ
　

ア

〓
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(4)支 援連携チーム

学校 ・園で支援が老、要だと思われる子どもについて、学校 ・園 ・保護者からの申出に

より、教育相談員 ・臨床心理士 ・指導主事 ・通級指導教室教諭がサポー トチームを組み、

行動観察 ・検査等の実態把握を実施、学校 ・園とともに該当児のアセスメン トを行い個

別の指導計画の作成→実践→評価→修正等の PDCAに かかわる。また、就学へのつな

ぎに際 して園と学校 との連携強化への支援 も行 う。

就学に向けての支援は、保育園 ,幼稚園 との早期からの連携が重要で、本市ではその

ための福祉 ・医療等 との連携体制システム作 りを現在行っている状況である。19年度に

向けて更に支援連携が強化できるよう体制の変更を検討 しているところである。

3  中 丹地力小学校 ・中学校 ・高等学校等連携会議

中丹地方小学校 ・中学校 ・高等学校等連携会議は、中丹地方の公立の小学校、中学校及び高

等学校 (府立養護学校を含む)カミ、連携 と交流をすることによつて児童生徒の学力の充実 と向

上、豊かな心の育成を図ることを日的 としている。連携会議は、中丹地方の公立小学校、中学

校、高等学校等の校長で組織 し、専門部の 一つ として特別支援教育部会を設置 している。

平成 17年 4月 には、「発達障害者支援法」が施行 され、12月 には中央教育審議会の答申が

出される中で、連携会議特別支援教育部会では京都府中丹西保健所長 弓 削マ リ子様に講演を

していただいた,特 別支援教育の推進について校種間の連携、教育と福祉部局の連携が一層老、

要である.

平成 17年度中丹地方小学校 ・中学校 ・高等学校等連携会議

○ 総 会 (年間 2回 開催)

第 2回 総会   特 別報告      京 都府中丹養護学校長  矢 原  守

① 特 別支援教育部会 (年間 2回 開催)

第 2回 専門部会 議   演      「 発達障害者支援モデル健診について」

京都府中丹西保健所長  弓 削マ リ子

平成 18年度中丹地方小学校 。中学校 ・高等学校等連携会議

① 総 会 (年間 2回 開催)

① 特 別支援教育部会 (年間 2回 開催)

・ 小学校、中学校、高等学校、養護学校の取組の交流

・ 研修マ ップの作成 と配布

(中丹養護学校 ・舞鶴養護学校 ・各市の研修の 日時、会場、参加対象、主催、内容、

申込先の一
覧表)

-49-



保護者や地1或社会の理解、啓発

地域連携の研修会を通して

京都府立中丹養護学校

1 特 別支援教育地域連携研修会

次の 3つ の研修会を企画 し、地域に参加を呼びかけ、学校等の専門性 7r7向上を図る。

(1) 「地域で主体的に生きる力を育てる」 (6月30日)   上 越教育大学  藤 原義博氏

(2) 「 LD、ADHD、高機能広汎性発達障害等の言語 ・コミュニケーションにおけるつまずきとそ

の援助」 (9月13日) 大阪府立大学人間社会学部  里 見恵 子氏

(3) 「広汎性発達障害児等の受けILめと具体的な手立てについてJ(12月 26日)

京都大学医療技術短期大学部作業療法学科  加 林寿宏氏

2 発 達障害者支援研修会 (2月 23日 )

京都府中丹西保健所 と京都府立中丹養護学校地域連携協議会との共催で、関係者や府民に

歳児健診を中心 とする早期発見、甲ム期支援の重要性の普及啓発を図る.

「曜度発達障害児に対する気づきと支援 ～ ライフステージ全体から見る大切 さ～」

鳥取大学教授  小 枝達也氏

3 PTA特 居」支援教育研修会 (10月 17日 )

「白閉症の理解 と支援 ～ バ リアフリーな社会を目指 して～」

社会福祉法人北摂杉の子会 「萩の森J施 設長  松 L利 男氏

4 そ の他

本校教育に対するデ里解を深め、1也域のセンターとして学校等の教育的エーズに応える.

学校見学会 (6月6日)、就学指導研究会 (10月3日)、体験入学 (10～12月)等

特局」支援教育につしヽての研修講座及びセミナーを通 して

京都府立舞鶴養護学校

特別支援教育についての研修講座及びセ ミナーを 5回 実施 し、舞鶴市の外に京都府北部からも

受講者があ り、延べ 500名 を超える保護者や ‐般市民、教職 真に研修支援を行ったこ

1回 目は、WISC― ―IIl知1能校査法について、21ゴ間研修を実施 したこ

2回 日は、京都府教育委員会指導主事の鋒山智子先生に、「特別支援教育体制 と一 人一人のニ

ーズに基づ く指導 ・支援について」 とい う演題で講漬 していただいたc養 護学校のセンター的機

能や校内委員会や重層的な支援システムの活ナ刊など、特別支援教育の推進について多面的に講演

していただいた。

3回 日は、有賀やよい先生に、精神科医の立場から 「特別支援教育の進展の中で見えてきたこ

とJと い う渡題で講演をしていただいた.特 別支援教育の対象となる子どt)たちの精神医学的診

断と障害や心理特性、生活年齢 と奄i垂年齢に応 じた支援や学校 と保護者 との連携の進め方につい
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て事例を通 して具体的に講演していただいた:

4回 日は、小田浩伸先生に、「特別支援教育の進展と課題」という演題で講演をしていただい

た。特別支援教育の制度から校内委員会やコーディネーターの役害J、発達障害と支援まで、事例

を通した具体的支援は大変分かりやすかった.

5回 日は、社会福祉法人みずなぎ学園の福谷寿了氏と障害者就業 ・生活支援センターわかばの

和田和憲氏に、「■ずなぎ学園における就労移行支援について」という演題で講演 していただい

た。就労移そf支援に向けた具体的な取組の中で、就労先の企業に職員が実際に入りこんで一緒に

働かれるなど支援者としての姿勢や、就労に向けて老、要な力など学校での取組について多くの提

起をしていただいた十

5回 の研修講座及びセミナーは、ともに特別支援教育の基本から具体的支援まで広い講演内

容で、今後の取組について多くの示唆を得ることができ有意義な研修だつた。

ボランティア養成講座を7・ 8月 に2回 実施 した。特別支援教育、養護学校の教育課程や教育

内容、障害の理解、岐体障害児者の介助の方法、障害児者の余暇とレクリエーション活動、体験

講話など6講 座を 1日間実施 した.高 校化から70代 まで幅広い年代の受話者があり、その後、

地域や養護学校のボランティア活動に積極的に参加されている。

このように研修講座やセ ミナーの実施、ボランティア養成講座等の活動を行 うことにより、

特月1支援教育及び体制推進の理解 ・啓荘につながっている。

保護者の感想

* 子 どもに応 じた支援は平等ということばが本当に必要だと思いましたここれから就学にあた

り、親の勉強がまだまだ!Z、要だと思いました.し ろヽいろなところと協力してよい道を考えた

いです.

* ち ょうど来年から小学校なのでとても理解しやすい説明でありがとうございました.少 しで

も子どものためになればよいと思い、家庭で役立つことを実行していきたいです.

* 特 別支援教育についての講義は 2「ljg日です.と てt)分かりやすく話していただきありがと

うございました。理想的な内容だと思いますが、現場がついて行けるのか心配ですこ

米 ア スアくルガーについてよく分かる話でしたt 具体的な支援について理解できましたt今 後も

定期的にセ ミナーを開いてください.

* 初 めて参加させていただきましたc支 援教育の分類の多さに驚きましたをまた、接 し方も難

しいと感 じました.一 度で t)、話を聞いた者は多少の理解はできますが、外で出会つた場合

初めての者は困ることが多いと思いました=

* 今 日詳 しく特別支援教育の展開と課題について聞かせていただき、教育現場が障害を持つ ■

どもたちにとって大きく変わることが本当にすごいと思いました,「みんならがって、みんな

いい」という一人一人が皆すばらしい可能性を持つているんだと見れる教育者がどんどんでて

きてほしい。具体的ですばらしい内容でした。ありがとうございました。
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